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散 文 内 容 の 要 旨

この論文において申請者は,フレシエ空間に値をとる混合型フーリエ超函数を定義して,その性喪を調

べている｡ フーリエ超函数とは超函数 (byperfunction)における フーリエ変換理論を与えるものである

が,それには2種塀あり,その一つ (Ⅰ型)は早く1970年に河合隆裕により建設され,偏微分方程式の研

究に利用された｡′他の一つ (‡型)紘,これよりおくれて佐分利により詳しく調べられた｡混合型とは,

一部の変数について Ⅰ型,他についてⅠ型のものをさす.スカラー値の場合は参考論文 (麦林と共著)の

中で導入され,場の量子論-の応用が示された｡

論文(i)においては,富2で鍵増加なC00函数の空間LF(32)が核型フレシエ空間であることが示されるO

善4では第1番目の主要結果である定理4.11が与えられるO即ち,∂k,tを緩増加な正則函数の層,g (0,4)

を緩増加な C00-(0,や)型式の層とするとき,

O-ok,l一g (0,0,i---ig (0,㌦ o

完全列である. §5では Ok,再こ係数をもつ種々のコホモ.3ジー群の消滅定理を準備し,菩6では, 以前

Ion一河合がフレシ-空間に値をもつ超函数を定義するのに用いたテンソル横の方法を用いて,フレシエ空

間に値をとる緩増加な正則函数の層 ESk,tに係数をもつ種々のコホモT:ジー群の消滅定理を得ているOこ

こでは,Eがフレシ-空間であり,LjV(B)が核型フレシ-空間であること,および§4で得られた Ok,I

の分解が軟層LF(0.1,)によって与えられる (定理4.ll)が重要である｡2番目の主要結果は,これら一
連の消滅定理のおかげでEに値をとる混合型フーリエ超函数の空間 ERh,i(32)が定義でき (定義 6.9),

それが軟弱層をなすこと (定理6.ll)が証明されたことである｡

論文 (Ⅰ)では,コンパクト集合馴 こ台をもつE値フーリエ超函数の空間 月芸(V,EOk,l)が,K上急減

少正則函数の空間からE-の連続線型写像の作る空間 L(Ok,7(K),E)と同型であることが示 され る

(55)｡そのためにまず (§2以下)緩増加な Coo函数と急減少 distributionのフーリエ像の性質を調べ,

ついで-ルマ./ダーをこよる増大度つきコホモpジー群の理論を拡張して,多項式を係数とする連立1次万
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程式の解の増大度の評価を導いている｡次に,これまでの結果を用いて双対性の議論を行うことによって,

急減少正則函数の層 Qk,Zが急減少 distributionの軟層の∂完全列に分解されることが示され, これは

(I)の第1主要定理に相対応する結果である.この完全列に基づいて,さらに,七一ルー小松の双対性

定理と,フレシ-空間と核型フレシ-空間とのテンソル横の性質を用いて,目標の同型 :HE(V,BOA,I)≡

L(Qk,E(K),E)が 菖5において証明されているO

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

申請者の主論文二篇は,これまで申請者が参考論文 〔1〕～ 〔5〕において一貫して追求して来た主題

の延長上にあって,その数学的側面を代表するものである｡そしてその主題とは 超̀函数(hyperfunction)

の理論による公理的場の理論の基礎づけ'である｡

ワイトマン (Wightman)と彼のスクールにより場の量子論の数学的公理化がなされ, またユークリッ

ド的場の理論への言い換えも行われた｡これらは L.シュワルツの distributionの理論を用いて構成さ

れているが,このことが取扱えるモデルを制約していることは既にボゴリュ-ポフによって指摘されてい

た.また,ユーク1)ッド的場の理論からワイトマン理論を復元する際にも同じ原因から不自然な補助条件

が必要になって来る｡

これらの理由から申請者は distributionの代りに超函数 (hyperfunction)のわく組みを用いて,より

満足すべき公理論を建設しようと志し,成功裡にこれを遂行して来た｡

即ち参考論文 〔1〕 (伊東由文民と共著)においてベクトル値フーリエ超函数の理論を準備した後,秦

考論文 〔2〕,〔3〕HyperfunctionquantumaeldtheoryI,Ⅰ;麦林布道民と共著)一においてその主題

を展開した｡この中で,期待通り,不自然な補助条件が不要になることも明らかにされている｡

この参考論文の展開のために,7-1)-超函数として通常のもの (Ⅰ型)の他に,別種 (Ⅰ塑)のそれ

及びⅠ,Ⅱの混合型の7-1)-超函数に対応するものが必要であり,主題の証明に必要な範囲でその理論

を展開している｡

申請者はそこで応急に用いた方法に満足せず,超函数諭本来の立場において,即ち多変数解析函数の境

界値として,しかもベクトル値超函数の理論展開に耐え得るようなコホモロジー的方法により,混合型7

-1)エ超函数の理論を構成したoこれが,申請論文,とくにⅠの主定理の実質的意味である.

定理の内容は,緩増加正則函数を緩増加 C/co函数の層の百列に分解するとき,各々のCの函数層の断面

の作るフレシエ空間が核型である,と言うものであって,このことにより,任意のフレシ-空間Eとのテ

ンソル横演算が完全函手となり,従って即こ値をとる緩増加函数の,同じくE値緩増加Coo函数による分

解が自動的に従い,従ってEK値をとるフーリエ超函数がスカラー値の場合と全く同様に相対コホモロジ

ー群として定義されるのである｡

第Ⅰ部で展開されているのは,この∂分解定理と対をなす結果である｡ただし,ベクトル値フーリエ超

函数の理論を作る上にはここの結果は直接必要ではない｡

これを要するに,申請論文,とくに第 Ⅰ部は,ベクトル値フーリエ超函数の理論を美しくかつ満足すべ

き形に建設した基本的な文献であり,申請者が直接の動磯としている 超̀函数的場の理論'の基礎づげの
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ために重要であるばかりでなく,超函数論と函数解析学の交鈴する諸分野において広く役立つべきもので

ある｡

申請者は本学の数学科において他部教授のもとに函数解析を学んだのち,神戸大学において参考論文の

共著者でもある麦林教授に場の量子論を学んだ｡このことが彼の研究方向を定めた大きな原因と推察され

るO･数理物理学の発展期に際会している今日,このような僚向の研究者のあることは貴重であろう.I

参考論文 〔4〕は国際シンポジウム (王子セノミナ-)における講演記録である｡ 〔5〕は, 魔函数的

場の理論'の立場から,--グ･リュエルの散乱理論を扱ったものである｡

以上によって,本申請論文は理学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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